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当社独自のオープン・イノベーションプラットフォーム世界850社以上、国内280社以上の顧客

2

ナインシグマのご紹介

We Make Happen.
変化の激しい時代を生き抜くためには、自社だけでなく外部の技術や知見を積極的に活用することが必要不可欠

◼ 国内研究開発費トップ100社中80社

◼ 自動車、エレクトロニクス、ICT、機械、材料、製薬、

医療機器、食品、インフラ、電力・ガス

ナインシグマは、皆様の技術開発や事業開発の加速に向けて

弊社独自の外部知見/技術プラットフォームを活用し、

技術を事業成長につなげる戦略立案から、協業などの実行まで支援します

グローバルな技術者ネットワーク

グローバル大手企業 マネージャー層コミュニティ

技術へのアクセス

ビジネス知見へのアクセス

NineSigma Europe2008～

NineSigma North America2000～代表取締役社長：諏訪暁彦

ナインシグマ・ホールディングス
組 織 体 制

• 中長期の技術戦略立案

• 勝てるテーマ設定

• 用途開発

• 技術パートナー探索

• 研究開発の風土改革

オープンイノベーション支援の旗手
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ナインシグマの３つの基本サービス

その他、お客様のご要望に応じてカスタマイズしたサービスもご提供しております
（たとえば、調査＋OICを組み合わせた、市場・顧客ニーズ、技術動向、競合動向調査等）

技術マッチングプラットフォーム

外部技術の導入による技術開発の加速

業界エキスパートプラットフォーム

外部知見の活用による事業検討の加速

弊社サービス名

OIカウンシル（OIC）

• 技術の新規用途の発掘・用途仮説の検証

• 潜在顧客のニーズの把握

• グローバルな社会課題や将来動向の把握 など

• 技術課題の解決策をもつパートナーとのマッチ
ング

• 事業化、顧客とのパートナリング など

大学、研究機関の
先端研究者

革新的な
スタートアップ

特徴ある技術を持つ
中小企業

グローバル大手企業
マネージャー層

パートナー探索業界エキスパートアンケート調査

3日～1か月

1 2

弊社サービス名

テクノロジーサーチ/アウトリーチ 2～3か月

弊社サービス名

メンバー型オープンイノベーション支援

伴走型コンサルティング支援

1年～（トライアル期間：3-５か月）

3
ナインシグマメンバーがお客様企業の一員かのように多様なオープンイノ

ベーションの手法を使いながらイノベーションの成功体験を構築。

さらに、お客様企業に成功パターンを移転し、自律的に機能することを

目指した伴走型プログラム
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OIカウンシル（OIC）とは？

アクセスしづらいグローバル大手企業の現役マネージャー層から

生の声をすばやく収集するアンケート調査サービス

エキスパートメンバーの構成

クライアント様

サーベイ形式の調査調査依頼

地 域

欧州

北米

アジア

その他

業 界

エレクトロニクス

IT・
ソフトウェア

自動車

医療

材料・化学

機械・装置・重工
食品建設

医療機器

通信
石油・エネルギー

製薬

消費財
航空・宇宙

金融

ロボット
その他

部 門

製品管理

コンサルティング

エンジニア
(ハード)

エンジニア
(ソフト)経営企画

営業

マーケティング

技術スカウト

カスタマーサポート

プラント管理

研究
開発

品質管理

品質保証

財務
人事

Reckitt Benckiser
Home Depot
Kraft Heinz
Nestle
Archer Daniels Midland
3M
Covestro
Dow Chemical
Sabic
Baker Hughes
Enel
Johnson Matthey
General Motors
Audi
Bosch
Valeo
Danfoss
Boeing
Bombardier
Honeywell 

Lucent Technologies
Amazon
Microsoft
Google
Foxconn
TSMC
Apple
Nokia
Samsung
Philips
General Electric
Siemens
Johnson & Johnson
GSK
Novartis
Thermo Fisher Scientific
Kaiser Permanente
Dana-Farber Cancer Inst.
Mayo Clinic

エキスパートメンバーの所属企業例

1~2週間で
平均30~50回答

注：日本人はほとんど
含まれません

オーアイシー

グローバルかつ技術に精通した業界エキスパートのコミュニティ

調査結果レポート

ナインシグマが調査結果を

取りまとめて結果をご報告

エキスパートメンバー

海外大手企業マネージャー層を中心とした

エキスパートコミュニティ (約2万人)
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ナインシグマのOIカウンシルの特長・強み①

金属との密着性が高く、XXX、XXX.......... といった特徴をもつ材料をどのような分野にピボットできるか？

回答例

絶縁を目的としたプリント回路基板（PCB）のナノコーティングに適している。

既存材料より、水中での安定性・金属との密着性向上が期待できるため、自動車など

の要求の厳しい特定のアプリケーションで有効。

タンパク質および抗体との共役に使用することで、研究および臨床目的に使用できる

生物医学イメージングプローブを開発できる。

Chematechでは、化合物開発のためXXXベースのカップリング剤を必要としている。

食品廃棄物から可溶性タンパク質を抽出するためのアミン除去用の樹脂として使える。

金属支持体に固定しやすく、アミノ酸と相互作用し、抗菌特性を備えていることから、

Cargillを始めとした穀物変換メーカーは興味を持つ。

例

1~2週間で

各業界エキスパートの実務経験に基づいたアイデアやコメントを

平均30~50回答 収集可能

エレクトロニクス

食品

ヘルスケア

自社だけの発想では得られない視点や既存のネットワークだけでは得られない情報が得られる

① グローバルな各業界の多様なエキスパートからの業界固有の独自のコメント
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ナインシグマのOIカウンシルの特長・強み②

② ナインシグマのコンサルタントによる調査サポート

技術・課題・ニーズをどう伝えるか、得られた回答をどう解釈するか、豊富な実績からご支援

意見 回答数 具体例

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

A
B
C
D
…
…
…

A B

C

意見A：XXX

意見B：XXX

意見C：XXX

尖った意見・発想の抽出 全体像・構成要素の把握提 供 価 値機 能貴 社 技 術

移動や回転する対象
物のxx/××/××/
検知と制御ができる

静止した対象物の
内××××できる

XXセンサーが機械×××オーダーの
微小な対象物の動きを検出できる

XXセンサーが対象××××××××
タイムでモニタリングして検出できる

XXセンサーが食品××××金属や
××××を特定できる

XXXセンサー

・●●性能：~

・●●分解能：●nm

・●●解能：●deg

・対象：XX, XX, XX…

…

◼調査内容設計時の「技術の翻訳」例

幅広い業界のエキスパートがクライアント様の技術・

テーマの価値を正しく理解できるよう「翻訳」することで、

ニッチな技術でも有用な情報を得られます。

◼回答結果レポートにおける「整理・分析」

調査内容に応じ、弊社コンサルタントが結果を解釈し

てクライアント様に有益な示唆を提供するための整理

や分析を行います。

ニッチなテーマ・技術や難解なトピックであっても有益な示唆を得ていただくことが可能

※ プランによってご提供できる分析のレベルが異なります
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OIカウンシルの調査票イメージ

◼ インプット事例：IoTソフトウェアの用途探索調査

弊社のコンサルタントがクライアント様とのヒアリングをもとに、最適な調査内容作成をご支援します

(※ 一部プランによってご支援の度合いが異なります)

背景・技術の詳細についての記述パート 質問パート

質問内容例

Q1. この技術のあなたの所属分野における用途アイデアはありますか？

Q2. 上記用途では現在どのような技術が利用されていますか？

Q3. 現在使用されている技術における課題は何でしょうか？

Q4. 上記課題を解決するために最も重要な機能は何でしょうか？

Q5. 上記課題を解決するために現在の技術からどの程度のコストアップが
許容されますか？

…
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調査ごとにご提供するアウトプットのイメージ

各調査結果は「調査結果レポート」「個別回答リスト」をご提供

プロジェクトの内容やご要望に応じて柔軟に実施内容やアウトプット資料の作成をご対応します

調査結果レポート1

個別回答リスト (原文・機械翻訳版をご提供)2

補足）回答内容に加えて、

• 回答者の所属企業

• 居住国

• 職位、役職名

等の所属情報もご提供
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アンケート回答者に対する追加のやり取りについて

アンケートの回答リスト 追加やり取りイメージ

自動車のXXX材に対し、YYYを適用する場合、

必要なZZZ性能はどの程度か？

既存のXXX材料ではYYYが基準となってい

るが、ZZZ用途としてはAAA程度が必要。

テキストチャット形式の個別のやりとりが可能！

フォローアップでのやり取り内容

• 回答の情報に対する、具体的な根拠や事例などについての深掘り

• 関連する技術に関して、技術要件など補足情報の収集

回答で得られた情報を追加質問で深掘りすることで、

自社が特に参考にすべき情報を選別できた上、周辺の

情報を詳細に入手できた。おかげで次のアクションに

つなげることができた。

クライアント様の声

実際の追加質問画面

Is there any fact that XXX manufacturers are conducting tests using XXX technology in their research and development process?

ID フォローアップ

Q1. XXXで主に使用されているアッセイシステムを教えてください。また、全検査のうちどの程度の割合で、どのような検査

のどの段階で主に使用されているのかについても教えてください。その理由をお聞かせください。
居住地域

(Region)

居住国

(Country)

所属企業名

(Company)

業界

(Industry)

職位

(Seniority)

1 開始する

Scaffold-Free3次元細胞培養技術

スキャフォールドフリー技術には、ポリマーコートされた低密着性マイクロプレートを用いた強制浮遊が含まれる。スフェロ

イドは、遠心分離後の細胞懸濁液をこのウェルプレートに充填することで作製される。

Scaffold-Freeの方法であるハンギングドロップ法は、細胞懸濁液のアリコートをMicroWell MiniTray（Nunc社製）に入れる

ことからなる。トレイを反転させると、その分量は液滴となり、先端には細胞の凝集体が存在し、コンパクトで均質なスフェ

ロイドが形成される。

科学者たちは、細胞や病気のメカニズムを研究するために、プレート上で培養した2次元平板細胞培養に長い間頼ってきた。

2次元の細胞モデルは、培養や加工が簡単で安価である。しかし、過去10年の間に、3次元細胞培養は、その生理学的関連性

と生体内組織のより良い表現により、ますます人気が出てきました。

North America United States Hk Mother Hospital Medical Service Staff member

2 開始する

法的な要請はなく、かなり斬新な技術です。私は3年間農薬の検査に携わってきましたが、全く出くわしたことがありませ

ん。 Europe United Kingdom Food Forensics Ltd Food Senior

3 開始する

一般に、オルガノイドやスフェロイドは、創薬、化学毒性、安全性の試験管内評価などに使用されているが、これらを化学農

薬の製造に使用するという論文や記事は読んだことがない。化学農薬を微生物製品、天然物質、益虫、トラップなどの優れた

バイオ代替物で置き換えることは読んだが、立体細胞培養で化学農薬を置き換えることは読んだことがない。 Europe Poland
Medical University

of Lodz
Medical Service Senior

5 開始する

遺伝子工学や細胞培養などのバイオテクノロジーを実装したアッセイシステム。2 D細胞培養や植物細胞培養の技術を臨床段

階に応用したもの。全検査の使用比率は把握していない。 North America Honduras
Dermatologist - solo

practice office
Medical Service Director

7 開始する

私の知る限りではありません

農薬にオルガノイド/スフェロイドを用いた試験を要求する規制はなく、これらの試験は高価で時間がかかる。

North America United States
Texas A&M

University

Chemicals &

Materials
Research Assistant

興味深い回答をしたエキスパートに対し…

アンケートの回答者に対して、追加でのやりとりをご利用いただけます。

サーベイへの回答に加え、より詳細な情報の入手が可能
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OIカウンシルを単発でご利用される場合のプラン

費用 お問い合わせください お問い合わせください

期間 約4週間（調査内容設計、レポート作成含む） 約4週間（調査内容設計、レポート作成含む）

調査設計

ナインシグマにお任せ

貴社資料とWEB会議でのヒアリングをもとに、

弊社コンサルタントが最適な調査内容をご提案。

打合せ1-2回込み。

添削サポート

お客様がテンプレートをもとに作成後、

弊社スタッフによる添削サポート。

打ち合わせ1回込み。

質問数 10問まで (10問以上の場合は1問あたり5万円) 7問まで

レポート形式 生データ＋スライド形式のレポート 生データ＋スライド形式でレポート

回答者への追加質

問

5人まで × 各1往復

(追加一人あたり2万円)

5人まで × 各1往復
(追加一人あたり2万円)

11

スタンダードプレミアム

簡易的な調査やお客様自身でハンドリングが可能な場合など、OIC調査を単発でのご利用も可能

～単発利用の場合、プレミアムプランがおすすめ～

① 調査設計における貴社の作業が大幅に削減可能！

貴社既存資料のご提供とWEB会議のみ。

貴社の営業資料・などの既存資料を元に、最適な調査内容をご提案します。

② 質問数を増やしてより深い知見の収集が可能！

スタンダードプランのベーシックの質問に加えて、

詳細の深堀りや関連する情報収集の質問を追加。
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お客様の課題をヒアリングし、最適なプロジェクト形式で企画をご提案させていただきます

クライアント様の課題に併せてカスタマイズされたプロジェクトとしての企画も可能

お客様の課題・テーマによってはOIカウンシル1回の調査結果のみでは、仮説や示唆の「タネ」の状態であり、参考情報にとどまるケースがあります。

そのようなケースでは、複数回のOIカウンシル調査や弊社コンサルタントによる情報整理などを組み合わせることで、

お客様のテーマを確実に前に進めるためのプロジェクトをご提案させていただきます。

デスクトップ調査に
よる情報の補完

弊社コンサルタントによる
アイデアの詳細分析・整理

潜在顧客リストの
整理

潜在顧客への
ヒアリングの代行

実施する内容例

etc.
複数回のOIC調査
の組み合わせ

12

◼ プロジェクト例①：

開発技術の有望な市場探索

新規開発した技術について、OIC調査を複数回実施し、

幅広い業界から具体的な有望展開先市場を最大化する

医療機器

再エネ用途

自動車
関連

開発
技術

自動車関連

インテリア部品の
保護面

ヘッドライト・
テールランプの

カバー

開発技術
ボディ

2か月～期 間

お問い合わせください費 用
• OIC調査×2回

• 全体のディレクション

• 回答者への追加質問

実施
内容

◼ プロジェクト例②：

バックキャストによる有望事業領域の発掘

2050年にヒトの暮らしがどうあるべきかを外部の集合知を

活用し構造化し、将来有望事業領域の特定を支援。

4か月～期 間

お問い合わせください費 用

• OIC調査×4回

• デスクトップ調査

• 情報整理・分析・レポー

ト作成, etc.

実施
内容

2050年の社会像

循
環
す
る
価
値

資本

時間

モノ・サービス

労働
余暇

…

社会全体、及びその構成要素

現実社会
デジタル空間

企業 ヒト（労働者） 株主 …

• 共通の利益・規
範

• 多様性とまとまり
• XXXX

• フィジカル世界との
融合

• XXXX
• XXX

• 多様な労働
• 多様な生き方

• XXX • XXX

• XXX

• XXX
• XXX

• XXX

• XXX

価
値
が
も
つ
役
割
は

ど
う
変
わ
る
か
？

労働＝
自己実現

孤立解消

XX XX XX XX XX

あ
る
べ
き
姿
と
機
能
・
技
術

は
ど
う
表
現
で
き
る
か
？

価
値
の
変
化
は
各
構
成
要

素
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
？

あるべき姿

機能

技術

環境

• サステナブル
• XXX

どう融合するか？

各構成要素はどのような
あるべき姿を求められるか？

全体

優先領域

検討すべき社会像を構造化
（コンサルタントによる整理）

複数回のOICで集めた意見を

マッピングし、有望領域を特定
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スポットコンサルサービス

⚫ 製造業・技術に関わるトピックに特化 ⚫ すべての分野

⚫ 約20,000人 ⚫ 国内数十万人

⚫ 海外数十万人

⚫ グローバル

⚫ 現役大手企業マネージャー

⚫ 玉石混交

⚫ コンサル・退職者比率大

⚫ コミュニティー

⚫ 平均月数回アクセス

⚫ 都度、数万円単位のフィーで

リクルーティング

⚫ アンケート調査

＋オンライン追加質問

⚫ 主にインタビュー

技術・製品の新規用途発掘 特殊な市場ニーズの収集・深堀

対象分野

回答者の量

回答者の質

回答者の
コミットメント

主な知見活用方法

得意分野
将来動向など、不透明な調査対象

における見解の全体傾向把握

特定市場におけるニーズの把握

他の外部知見活用サービスとの比較

13

具体的なテーマにおける仮説検証
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FAQ

Q. 自社の情報は回答者に開示されるのでしょうか？

OIカウンシルでは、基本的にお客様の情報はエキスパートメンバーには開示されません。

お客様の企業名などの情報を開示した上での問いかけも可能ですので、必要な場合はご相談ください。

Q. 秘密情報の取扱いについて教えてください。

OICメンバーには利用規約において守秘義務に同意いただいております。ただし、個別のエキスパートメンバーとNDAを締結して

いるわけではありませんので、ご利用の際には貴社の機密情報は含まないようにお願いしております。

また、エキスパートメンバーからの回答内容にも、所属組織の機密情報は含めないようにお願いしておりますので、機密情報に関

するご質問はご利用いただけません。

Q. 回答者はどのようなモチベーションで回答されていますか？

エキスパートメンバーに対しては弊社から回答内容に応じたインセンティブをご提供しております。

加えて、多くのエキスパートメンバーはご自身の専門性を活かして最先端の技術に関する課題解決をすることや、サーベイへの回

答、他のエキスパートメンバーとの意見交換を通じて学びを得ることに意義を感じている方が多く活躍いただいています。

Q. 得られた結果をもとに特許を出願することは可能ですか？

OIカウンシルで得られたコメント等の著作権は弊社に帰属するため、直接的に特許の明細などに記載いただくことはできません。

得られた情報を元にお客様が単独で発明等を行った場合は、お客様単独での特許出願等が可能です。
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ナインシグマ概要

OIカウンシル サービス内容のご案内

OIカウンシル 活用事例のご紹介

OIカウンシル お客様の声
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OIカウンシルの強みを生かした活用例について

◼ 活用例①：技術・製品の市場展開先・用途の探索

• 技術シーズや既存商材を有効活用できる市場展開先・用途アイデアを幅広いセグメントから見出し、

事業機会を最大化

① 多様な業界からのアイデア収集

◼ 活用例④：将来台頭しうる技術のロードマップ作成

• 様々な分野・属性のエキスパートから将来像をバックキャストして取り組むべきテーマ案を作成し、統計

処理にって将来動向のロードマップを作成

④ グローバルな社会課題や将来動向の把握

多様なエキスパートからの回答収集・ナインシグマによるアウトプットの整理・分析により様々なご活用が可能

自
動
車

ヘ
ル
ス
ケ
ア

化
学

重
工
業

航
空

食
品

…

業界全般にわたる
エキスパート

意見 回答数 具体例

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

A
B
C
D
…
…
…

A B

C

意見A：XXX

意見B：XXX

意見C：XXX

尖った意見・発想の抽出 全体像・構成要素の把握

多様な回答

① 多様なエキスパートからの回答収集

② NineSigmaコンサルタントによる調査サポート

◼ OIカウンシルの強み ◼ OIカウンシルで可能な支援内容・活用の一例

◼ 活用例②：特定分野の現状や技術課題の理解

• 検討中の分野で現在使用されている技術やその課題についての情報を収集、将来の技術開発に向

けた要求ニーズと併せて把握

② 特定業界の市場ニーズ・現状の把握

◼ 活用例③：新規事業コンセプトについての意見収集

• 新規事業コンセプトについて、関連する業界エキスパートに壁打ちとして意見を収集することで、事業

化に向けたコンセプトの妥当性を検証

③ 事業コンセプトの潜在顧客への壁打ち・検証
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① 多様な業界からのアイデア収集の調査例
｜技術・製品の市場展開先・用途の探索

◼ 超微細粒ステンレス鋼の用途調査

アウトプットレポートのイメージ調査内容

質問内容例

Q1. この技術のあなたの所属分野における用途アイデアはありますか？

Q2. 上記用途では現在どのような技術が利用されていますか？

Q3. 現在使用されている技術における課題は何でしょうか？

Q4. 上記課題を解決するために最も重要な機能は何でしょうか？

Q5. 上記課題を解決するために現在の技術からどの程度のコストアップが
許容されますか？

…
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② 特定業界の市場ニーズ・現状の把握の調査例
｜特定分野の現状や技術課題の理解

◼ CO2のタンパク質・炭素材料への変換技術に関する現状や技術課題についての調査

回答のイメージ（回答内容を要約してイメージとして抜粋）

#
Q2 Q3 Q4 Q7

具体的な転換技術 コストと大量生産に関する課題 Q3解決の技術と対策 技術保有組織

1
CO2をエネルギー源としてXXX
を生成するXXXと呼ばれるバ
クテリアを利用

現在はラボレベル。大量生産には
更なる試行が必要。XXXするシス
テムが必要。

専用のXXX/XXX、CO2捕
集とXXシステムXXX貯蔵
/XXX/XXX施設

XXXX, XXXX

2
CO2をXXXと混合し高温で
XXXに変換

XXXとXXX。プロセスにはXXXの
使用が含まれ、XXの処理、XX操
作に注意が必要。

この技術は新しく、XXコスト
を削減し安全レベル改善が
必要。方法の1つはより良い
XXを見つけること

XXXX

3

CO2をXXX℃、X気圧のXXX
存在下でXXを反応させ、
XXXへ転換。XXが反応物、
XXが触媒となる

XXXとXXXの両方が現在の問題
で、さらなる研究が必要

XXX℃で安定して、XXXの
XX、XXの取り出しができる
XXX

XXXX 
University

… … … … …

調査内容

質問内容例

Q2. CO2をたんぱく質や酸素材料に変換する技術を具体的に教えてください。

Q3. 上記技術のコスト・量産面での課題は何でしょうか？

Q4. 上記課題を解決するために必要な技術は何でしょうか？

Q5. コストや量産面以外での課題は何でしょうか？

Q6. 上記課題を解決するために必要な技術は何でしょうか？

…
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③ 事業コンセプトの潜在顧客への壁打ち・検証の調査例）
｜新規事業テーマのコンセプトについての意見収集

◼ 水電解装置による再生可能エネルギー源からの水素製造の市場調査

アウトプットレポートのイメージ調査内容

質問内容例

Q. 水電解装置で再生エネから水素を製造する事業は今後ビジネスとして
成り立つと思いますか？成功に必要な前提条件を市場環境・技術的
要因から回答してください。

Q. 上記技術はいつ頃ビジネスとして確立されると考えますか？また、どの
ような環境変化（技術・規制・市場）がビジネスとしての立ち上がり
のきっかけとなりますか？

Q. 次の方式のうち、どの手法が事業化に適している/いないと考えますか？

Q. XXXXは事業化に向けて大きなボトルネックとなる可能性はあります
か？XXXXによって解決する可能性はあると考えますか？

…
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④ グローバルな社会課題や将来動向把握の調査例
｜将来の技術発展のロードマップ作成支援

◼ 2050年までに台頭しうる技術の捕捉・評価エマージング技術ロードマップ

アウトプットレポートのイメージ調査内容

3か月～期 間

お問い合わせください費 用• OIC調査複数回

• 回答結果の整理・レポート作成
実施内容

※補足）カスタマイズしたプロジェクトとして実施した事例

質問内容例

Q. 2050年までに気候に関する社会課題に対処するのに役立つと思われる
重要な技術はどれだと考えますか。
A. XXX, B. XXX, C. XXX, D. XXX, E. XXX, …

Q. 上記技術が社会課題を効果的に解決できるレベルで実用化されるのは
いつ頃になると考えますか？
A. ~2025, B. 2026~2030, C. 2031~2040, …

Q. 上記技術で解決できる社会課題は世界人口の何パーセントがこの社
会問題の影響を受ける可能性がありますか？
A. 0~19%, B. 20~39%, C. 40~59%, … 

Q. 上記課題の影響の深刻さはどの程度でしょうか？
A. XXXX, B. XXXX, C. XXXX, D. XXXX, …

…

集めた回答を弊社にて整理・分析してマッピング

技術・キーワードの
ロードマップを可視化

2050年の姿を
樹形図で整理
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OICその他の活用事例 ：新規外観検査装置のニーズ仮説検証

Q1. あなたのビジネスにおいて外観検査をどのような方法で行っていますか？目視またはなんらかの装置を用いていますか？

Q2. あなたのビジネスや経験・知識の中で、外観検査技術や画像処理技術に関し満たされていないニーズや困難な点は何ですか？

Q3. この調査で紹介した新しい外観検査装置をあなたのビジネスに活用することに興味がありますか？(理由ともに記載ください)

Q4. この調査の新しい外観検査装置をあなたのビジネス/研究に適用する場合、どのような特性が最も重要だと思いますか？

Q5. 外観検査装置をあなたのビジネスに適用する場合、色差と光沢のどちらが重要ですか？（回答選択式）

Q6. あなたのビジネスにおける外観検査の対象物のサイズ・厚みはどのくらいですか？（回答選択式）

Q7. あなたのビジネスで許容される外観検査時間はどのくらいですか？（回答選択式）

Q8. 目視検査装置を購入すると仮定すると、それに対していくら払っても構わないと思いますか？（回答選択式）

クライアント様の技術が実際に製造工程に関わるエキスパートからみて実際にコストをかけ

てでも使いたいと思うのかや、どの業界の製造工程においてニーズが強いのか、また導入す

る際に必要となる技術スペックはどの程度かについて、OIカウンシルで意見を収集した。

21

ナインシグマのクライアント様は、新たに「色彩と光沢の分布を同時に測定可能な外観検査装置」に関する技術開発を行っている。

この技術は食品業界などの製造工程において、目視検査を代替するニーズがあるとの仮説をもとに開発がスタートした。

しかし、開発が進む中でも、当初立てた仮説のようなニーズが本当にあるのかや、具体的にはどの業界の製造工程において

最も強いニーズがあるのかなどについては十分に検証できておらず、そのため開発ターゲットも曖昧な部分を残したままになっていた。

▎クライアント様の課題

▎OIカウンシルの活用目的 (用途探索)

実際の質問内容
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OICその他の活用事例：新規外観検査装置のニーズ仮説検証

• 自動車用皮革の検査では欠陥（傷）などとともに色、光沢が仕様として含まれ、様々な測定機器を使用するも人の目による評価も必要。

これらを置き換えることができれば人員削減、自動化、生産性の点で利点がある。 (自動車部品メーカー/Senior (スロバキア))

• ココナッツ製品製造において現在は人の目に依存している乾燥ココナッツグレードの色分けに利用したい。 (食品メーカー/Manager (スリランカ))

• 半導体用Siウエハー上の残留（誘電体）薄膜検査は現在、人の目とエリプソメータに依存しており、その置き換えにと考えられるが

精度とスループットの証明に時間がかかることから技術が成熟し、信頼できるものとなることを待つ。 (エレクトロニクス/Manager (台湾))

• 注射用アンプルバイアルの検査においてエアロゾルとガラス粒子の区別、検出で問題に直面している。

高速で高精度な検査装置を必要としている。 (医薬品メーカー/Senior (インド))

光沢・色素

ともに重要

色素のみが重要

光沢のみが重要 その他

今すぐ購入・

使用に興味あり

数年以内の購入・

使用に興味あり

購入・使用に興味あり

(今はすぐではない)

自分には必要ないが、

市場には受け入れられる

市場には受け入れられない その他

市場からの興味度合いは高く、

7割以上の回答者が購入・使用に興味があるとの回答。

8割以上のの回答者が「光沢・色素ともに重要」と回答。

両方同時に検出できることが市場に必要とされている。

▎OIカウンシルの調査結果

1週間の回答募集で、62件の有効回答が集まった。(一部回答の例を下記に記載)

具体的な回答の抜粋

Q. この検査装置に対する興味度合い Q. 光沢と色素のどちらの検出が重要か
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OICその他の活用事例 ：新規外観検査装置のニーズ仮説検証

回答者に対して、技術要件に関する具体的なターゲットに関する質問をし、業界・用途毎に必要な開発ターゲットを明確化した。

得られた情報を開発チームとシェアし、事業化に向けて具体的な目標に関する議論を加速している。

非常に広範な分野、地域からの回答が得られ、

特に今すぐではないとしても購入・利用に興味あるとする回答が70%以上に及ぶ点は注目に値する。

一方、傷など欠陥検出、AIなどによる学習など複合的な機能も望まれる傾向にある。

▎調査のまとめ

▎調査後のクライアント様のアクション

▎ご利用いただいたクライアント様からのコメント

当初は光沢だけ検出できれば市場のニーズを満たせると考えていたが、

今回の調査から、光沢と色彩の両方を同時に検出できることが必要であるということがわかり、

今後の開発ターゲットが明確になった。

アンケート調査の設計は経験がなかったが、

ナインシグマのサポートによってとても楽に調査内容を作成することができ、満足のいくクオリティの調査ができた。

同様に研究テーマの事業化を抱えている同僚に対しても、OIカウンシルの使用を強くお勧めしたいと思う。

検査装置開発

ご担当者様
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ナインシグマ概要

OIカウンシル サービス内容のご案内

OIカウンシル 活用事例のご紹介

OIカウンシル お客様の声
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お客様の声・事例：事業化の確度を高めるためにオープン・イノベーション活用を促進（富士通様）

技術やサービスのすべての受け手は“お客様”。

先進技術を取り扱う企業として、常に「社外」に存在するお客様と

接点を持ち課題やニーズをつかんでいくことが、スピード感を持っ

た「技術の事業化」には不可欠のプロセスです

富士通株式会社 様
技術戦略本部 調査分析統括部（取材当時）小林 靖志 様

インタビュー記事:https://ninesigma.co.jp/news/fujitsu/

顧客ニーズの見極めにおいてOIカウンシルを積極活用

• 「事業化の確度」を高める「3C」（Customer顧客、Company自社、Competitor競合）を重視しているが、特に力点を置いているのは

「Customer」。自社の外にいるCustomer（有識者やエキスパート）にアプローチする方法として、OIカウンシルを活用

• 「シーズ」があったとしても「ニーズ」がなければ事業化は難しくなってしまうので、「顧客ニーズの見極め」について、既存のお客様とは異なる

方々に対して、その検証ができるのはとても有用

ナインシグマのコンサルは技術や事業開発プロセスに精通しており、信頼してじっくりディスカッションできる

• 私たちはかなり先進的な技術も取り扱っていますが、担当コンサルタントの方々はそういった先進技術をすぐに理解されるだけでなく、周辺技

術にも非常に詳しく、自分たちが想定していないかった視点からの検証方法も提案

活動の結果、ある自社コンピューティング技術の事業化プロジェクトが、

ナインシグマとの調査により得られた顧客ニーズに関する情報をエビデンスとして、中期計画に採用

https://ninesigma.co.jp/news/idemitsu/
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お客様の声・事例：OIカウンシルで社内のオープンイノベーション文化を醸成（出光興産様）

• 最初は現場の反応は、正直なところ皆「ポカン」という感じ。

• まずは現場の担当者には、「オープンイノベーションは仕事で活用できる」という実感を持ってほしいと思い、OICを活用。
OICは現場の担当者が有用性を短期間でオープン・イノベーションの有用性を実感する非常にわかりやすいツール。 

• 「OICを使えば、エンドも含めた幅広い人の意見が聞ける」という点で、自社既存技術の用途探索として使うことが多く、
大変参考になっています。

• 身近な場所で「使ってみて良かった」という口コミが広まり、理解が広がっていきました。

「トップダウンでも、ボトムアップでも駄目。オープンイノベー

ションの取り組みは、現場と経営が一貫してつながってやっ

ていくことがとても大切だと思います。」

出光興産株式会社 様
技術・CNX戦略部 オープンイノベーション推進グループリーダー（取材当時）
丸山 淳平様、横澤 希様、小川 大地様

自分達だけでやることに対して強い危機感を持った役員

「イノベーションを加速させるためには、もっと外部を活用する必要があるのではないか」

インタビュー記事:https://ninesigma.co.jp/news/idemitsu/

技術戦略室（コーポレートの部門）を立ち上げ、そこにOI推進グループを配置
社内キャラバン（部から室単位まで）を徹底的に実施し、オープン・イノベーションの重要性を説く

クライアント様からのコメント

https://ninesigma.co.jp/news/idemitsu/
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お客様の声・事例：OICで自社商材のニーズを把握（東京ガスエンジニアリング様）

OIカウンシルは、

自分達の商材のニーズがどこにあるのかを調べる時や、

立てた仮説を確認する際にはかなり重宝しています。

ご利用後の
感想（抜粋）

東京ガスエンジニアリング株式会社
エンジニアリング本部燃焼システム部

(左) 米島 正人様(新商材開発・営業グループマネージャー)

(右) 橋本 貴弘様(新商材開発・営業グループ 課長代理)

OIカウンシル
活用内容

https://open-innovation-council.com/voice/tokyogas-es/インタビュー記事

エネルギーに関わる会社として、情報把握をしながら「自社商材の強み」を生かして

事業展開していこうと考え、「強み」のリサーチに活用

得られた結果を、

１）技術開発の方向性確定、２）商材の見込み顧客への情報発信に有効利用

自力だと辿り着けない方とのネットワークがとても素晴らしい

データの取りまとめに関して、こちらの意図を十分に汲み取って、調査・分析を

してもらえる点が非常にありがたい

色々な用途はありますが、ビジョンを形成しようと考えている方々、

自前主義の意識を変えたいと思っている企業に強くお勧めしたい

https://open-innovation-council.com/voice/tokyogas-es/
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OIカウンシルに関するお問い合わせ先 (担当：庄野) 

contact_nsap@ninesigma.com

mailto:contact_nsap@ninesigma.com
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